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Creating middle school classes based on MEXT’s current and  
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時間 学習活動 教師の評価◇・支援〇 評価規準
導入 挨拶、出欠確認
準備運動
前時、本日のねらいの確認
目標： チームや個人動きを分
析し、攻防をする。
〇 タブレットでチームと自分た
ちの動きを分析し、動きや役
割について瞬時に考え、判断
し、行動することを伝える。
〇 ３人全員が発言していくこと
を伝える。
展開 １ 　グループごとに、前時のタ
ブレットを確認しながら、課
題と本時の目標や練習方法を
話し合う。
　 　チームや自己の動きを客観
的にみられるようにし、仲間
の意見を聞き、自己の目標に
生かせること
２　小黒板に作戦を立てる。
３ 　その作戦を試合で生かせる
よう3人で練習する。
４ 　試合前に練習の状況と各グ
ループの作戦を発表し合う。
５　試合
　 　リーグ戦、3分間、12秒の
攻防
　 　試合のないチームが審判と
映像を撮る。
〇次の事を話し合わせる。
① チームとしてねらいと異なる
ところ、かみ合わないことな
どを見付ける。
②個人の課題を見付ける。
③いいところを見付ける。
④ これからのねらいと練習方法
を考える。
使用教材：タブレット
　　　　　小黒板
　　　　　作戦版
〇 話がまとまらない、話し合い
ができていないチームへ助言
を行う。
◇ チームや個人の課題に適した
練習できる。
【思考・判断】
チームや個人の課題を話し合
い、見付けることができてい
る。
個人やチームの特徴を生かした
作戦を立てることができる。
【学びに向かう人間性】
バスケットボールの楽しさや喜
びが味わうことができている。
仲間と共に運動し互いを認める
ことができる。
【知識・技能】
今持っている知識や技能を発揮
して練習やゲームを行ってい
る。
まとめ １ 　チームや自己の振り返り、
発表
２　次回の連絡
〇本時の指導と講評
〇生徒の振り返りの発表
【思考力・判断力・表現力】チ
ームや個人を振り返ることがで
き、発表ができる。
